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取組用途に

・ 節電意識が高まり、高機能素材に対するニーズが増加したもののスーパー
クールビズ対応商品は予想ほど伸びなかったのではないか？

・ 従来の定番に加えて、新素材の投入、拡充により堅調な動きをしているとい
える。

・ IMAは、フルダル 綿混 交織 ブラウスにて市場参入してきたが、今年はこれ
らに加えて3タイプの機能商品を上市した。

・ 昨年から活況であったワーキングウェアだが、今年に入り状況は一変した。
備蓄型アパレルの生産調整に入ったことで素材メーカーの受注量も激減。
また、最終顧客ベースでも円高不況による製造業の海外移転がこれから影響
してくる可能性がある。
これに伴い当社も新たな取り組みを考える必要が高まる。

・ アパレル各社新商品に関しては、よりコストパフォーマンスを見せる為、
ASEAN地区での縫製が目立ってきており、当社も更なるコストダウンを図
るとともに、差別化商品の「味付け開発」を実行していきたい。

・ カタログ定番商品よりも別注ユニフォームでの引き合いが増加。定番商品で
はなく、最終顧客のコーポレートイメージを出した商品が増加している。

・ 当社は、「定番天気予報」による定番の浸透販売を強化するとともに差別化機
能商品の提案から販売までのスピードアップを図る。

・ 「急ぐものはもっと急げ!」という生産体制の維持向上に努める。

・ 食品分野は、夏以降にややブレーキがかかっている模様。
新商品で需要を掘り起こしていきたい。
IMAが掲げる来期の重点分野です。

・ 医療分野は、昨年に引き続き好調。
人気の「スクラブ」開発で新規参入、競争激化。
ニットの強化、調温機能で商品特化、耐工業洗濯への配慮など、課題も多く夢
は広がる。 IMAは、この分野において「10年の樹」を創りたい。

1 オフィスウェアの現状は

2

3

4

ワーキングウェアの現状は

サービスウェアの現状は

白衣（食品・病院）ウェアの現状は

（1）女子ユニフォーム・マーケット規模（企業納入ベース）

（2）男子ワーキングウェア・マーケット規模（企業納入ベース）

（3）白衣・サービスウェア・マーケット規模（企業納入ベース）

（4）官公庁制服・マーケット規模（企業納入ベース）

※グラフは、ユニフォーム企画調査会 発行 「２０１2年度版 ユニフォーム年鑑」より

～リーマンショック前の95％回復、前年比104％～

2011年マーケット規模は推定4,905億円
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ユニフォームの森の多様性を語る
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作：仁王 裕貴

絵：藤谷 由香里感動感動

IMAがこだわるMONO創り

IMAのお天気予報
い　　ま

IMAでは、SEGMENT別（素材別）に定番商品の
動向をホームページにて公開しています。

第5回東京ユニフォーム展報告
2012年10月18日（木）～10月19日（金）

2012年10月18日 東京ユニフォーム展より

（2012年10月23日 繊維ニュースより）

2012年10月18日 東京ユニフォーム展より

1. 開催場所 中央区日本橋富沢町/綿商会館6F
2. 出品点数 14ブランド､ 製品86点､ 生地160点
3. 入場者数 110社　330名
4. 内容報告

①東西の生地チームと上海のチームが連動して提案。国内チームは、人
気ブランドの会話を大切にしながら、どれが感染能力のあるブラン
ドか、今後の仕掛けを考慮しながらの活発な商談ができました。ま
た、上海チームは、ブースを作って個別商談が充実していました。そ
して縫製一環のお手伝いとして、縫製事業室も加わり。「IMAユニ
フォーム」の総合力を発揮できる場であったと思います。

②「エコフェイス事業」が本格的に始動。ブース内容は昨年より格段に充
実しました。
環境配慮型分解ポリエステルこそ次代のポリエステルです。

③「IMA物性基準」を発表。
特に工業洗濯トラブルに配慮した物性基準にスポットを当てて「安心」
をアピールしました。
真のパートナーとして信頼される「IMAユニフォーム」の「大きな森づ
くり」を目指します。

IMA品番は、これからひとり歩きします!!

特
集 環境配慮型分解ポリエステル繊維「　　　　」《第2回》

【なぜ「生分解」と表現しない？】
日本バイオプラスティック協会（ＪＢＰＡ）の「生分解性規格」で「ＩＳＯ１４
８５５実験で１８０日以内に、検体を構成する炭素のうち６０％以上がＣ
Ｏ２に生分解されるもの」と定められています。　　　　　　　
残念ながら「　　　　」の原料である「アペクサ」樹脂は、強度を実用可
能なレベルに高めた為に、ＣＥＲＩ（※１）でのＩＳＯ１４８５５実験では４３７
日で６０.７％でした。
よって、分解速度の誤解をされない為に「環境配慮型分解」と呼称して
います。

【どんな堆肥で分解するか】
前述のＩＳＯの実験では、４３７日という長い期間が掛かりましたが、実際の分解処理施
設の「特定条件の堆肥」中で生地の実験では３ヶ月～６ヶ月で分解されました。
下の表は分解実験の結果をまとめたものです。
「特定条件の堆肥」とは表中の「分解に適した堆肥条件」のような堆肥です。「特定条
件の堆肥」中での自然に近い状態の分解、これが「環境配慮型分解」です。
残念ながら、土、畑、森林、水中などでは、分解性は保証できませんのでご理解下さい。
下に実験の様子の写真をご紹介します。

【「環境配慮型分解」とは？】
「　　　　」は、「特定条件の堆肥」中で水と二酸化炭素に分解されます。
分解の過程は２段階で、第一段階は「加水分解」による低分子化、第二
段階は微生物の代謝による「生分解」です。

第2回は「　　　　」の「環境配慮型分解」についてご紹介します。

「樹脂の分解実験条件」のＩＳＯ１４８５５の実験は、装置内の実験の為、実際の堆肥場の作業条件とは異なります。また、「生地の分解実験条件」で
も場所や条件によって分解の速度は異なります。よって、分解の速度を保つ為に堆肥場の条件を最適化する必要がありますが、特に何か混入する
のではなく、管理条件を調整することで対応しています。上表のように「分解に適した堆肥条件」と「標準的な堆肥条件」とはほぼ同じ条件です。

第3回 「回収・分解処理システム」に続く

試験期間 「エコフェイス®」
生地

APEXA®
樹脂

規定9～7 437日 60.7%(A)

実際8.1～7.5

愛知県 牛糞 おが屑 56～68% 8.9～8.0 77～36℃ 3か月 81%(B)
栃木県 豚糞 もみ殻 60～50% 8 61～57℃ 3か月 53%(B)
標準 牛糞 , おが屑･ 72%以下 5以上

(文献値) 豚糞 ,鶏糞 もみ殻 65%以下 10～8で効果
最大

おが屑･ 10～8
もみ殻

牛糞 , 72%以下

鶏糞

標準的な堆肥
条件

樹脂の分解
実験条件

CERI
ISO14855

分解に適した
堆肥条件

生地の分解
実験条件

海砂 55～50% 60～56℃

75～30℃

75～30℃

試験場所

堆肥条件概略

主材料 副資材 水分率 pH条件
温度
発酵による
自家発熱

生分解度(A)または
分子量低下率(B)%

牛糞と藁（わら）で作った
堆肥に埋設して実験

通常のポリエステルはほとんど変化しませんでした。

エコフェイスは簡単に破れます。 ファスナーも生地もボロボロです。 ファスナーも生地も粉々です。 破片が少し見つかりました。

ピンク ： 通常のポリエステル
　白 ： エコフェイス
   の分解比較をしました。

埋
設

77日後初期 109日後 154日後 202日後

（ファスナーもスライダー・留金以外はエコフェイスです）

堆肥中の水分

堆肥の発酵熱微生物が出す酵素

※1  CERI：
      （財）化学物質評価研究機構
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一村産業は、ホームページでユニフォーム素材の直近3ヶ月の在庫状況を天
気予報のマークで公表している。今春から取引先の商社や問屋に印刷物を
渡していたが、ホームページで公開することで需給バランスを安定させる。
同社の「セグメント別お天気ポジション」は品番ごとに公開月と直近の2ヶ月
の在庫状況を【晴れ】（在庫潤沢）、【曇り】（適正バランス、100反程度が目
安）、【雲と傘マーク】（僅少、見本対応可）、【雨】（マイナスバランス、デリバ
リー危険）、【雷雨】（大きなマイナスバランス、対応不可）の5種で表している。
「土砂降りだが11月より回復」「新定番 快晴続き」など、天気マークに添えら
れた解説も見やすい。
今月16日現在ではポリエステル100％素材はおおむね「秋晴れ」だが、交織・
ブラウス用素材は崩れ気味「回復見込みなし」「どんより曇空」など思わしく
ない。「一昨年はメーカーが生産調整を行っていたところ受注が減らず在庫
不足が起きた。昨年はタイの洪水と、ユニフォームの素材供給は予想外の影
響が続いている。在庫状況を随時公表することで業務を円滑にさせたい」と
衣料第2グループ。
併せて海外素材の直接調達や中国、国内工場を活用し、生産体制の安定に
努める。　

ユニフォーム素材の在庫状況を天気マークで表示
ホームページで公開
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※1  CERI：
      （財）化学物質評価研究機構

IMA風 UNIFORM NEWS　　2012年 秋号 IMA風 UNIFORM NEWS　　2012年 秋号

5 6

一村産業は、ホームページでユニフォーム素材の直近3ヶ月の在庫状況を天
気予報のマークで公表している。今春から取引先の商社や問屋に印刷物を
渡していたが、ホームページで公開することで需給バランスを安定させる。
同社の「セグメント別お天気ポジション」は品番ごとに公開月と直近の2ヶ月
の在庫状況を【晴れ】（在庫潤沢）、【曇り】（適正バランス、100反程度が目
安）、【雲と傘マーク】（僅少、見本対応可）、【雨】（マイナスバランス、デリバ
リー危険）、【雷雨】（大きなマイナスバランス、対応不可）の5種で表している。
「土砂降りだが11月より回復」「新定番 快晴続き」など、天気マークに添えら
れた解説も見やすい。
今月16日現在ではポリエステル100％素材はおおむね「秋晴れ」だが、交織・
ブラウス用素材は崩れ気味「回復見込みなし」「どんより曇空」など思わしく
ない。「一昨年はメーカーが生産調整を行っていたところ受注が減らず在庫
不足が起きた。昨年はタイの洪水と、ユニフォームの素材供給は予想外の影
響が続いている。在庫状況を随時公表することで業務を円滑にさせたい」と
衣料第2グループ。
併せて海外素材の直接調達や中国、国内工場を活用し、生産体制の安定に
努める。　

ユニフォーム素材の在庫状況を天気マークで表示
ホームページで公開



① IMA GLOBAL 情報

② マーケット情報/IMAのつぶやき

③ 特集第2回
　 「環境配慮型分解ポリエステル繊維　 　　　」

④ IMAがこだわるMONO創り
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